


新鎌ケ谷駅南側開発の概要 賑わいの創出

　新鎌ケ谷駅周辺地区と北初富駅を結ぶ自転車歩行者専用道路（延長581ｍ）が4月15日に開通し、多くの人に利用されています。道路は幅7ｍで半分
に色分けし、茶色の歩行者専用部分と青色の自転車専用部分からなり、歩行者も自転車も安全に行き来でき、地域の利便性が向上しました。
　沿道に整備される公園は、小さな子どもからお年寄りまで楽しめる場として令和8年度の利用開始を目指しており、さらなる駅周辺の賑わいと回遊
性の向上が期待されます。

　東武鉄道を挟んで西側の旧県有地は、県に南北自由通路の設置や賑わいの創出につながる施設などの公募
を要望した結果、京成電鉄を中心とした共同事業体4者による地上6階、地下1階の商業棟と15階建て190戸の
マンションの建設が令和8年度の完成を目指して進みつつあります。
　また、東武鉄道を挟んで東側の旧県有地2カ所は市が取得し、企業誘致などを実施する方針で令和6年度当
初予算に計上しました。県との協議が整い、土地取得後事業所などの条件を付して公募した結果、1カ所につい
ては京成電鉄による飲食店を含む6階建てのビル、もう1カ所については京成電鉄とコープ共済連による6階建
てのオフィスビルが建設されることが決定しました。それぞれ令和10年度および11年度に完成の予定です。
　なお、市が県から土地を取得し市が公募を実施するケースは県としても異例ですが、市のまちづくりのために
協力をいただきました。そのため、市の事業者への売り払い価格が市が
県から取得した価格を上回った場合は、その差額は県に納付する契約
になっています。

　コープ共済連が中核施設として利用する
交番裏のオフィスビルで700人余りの就業
者が見込まれるほか、今回の一連の整備に
より、合わせて1,300人程度の新たな就業
者が見込まれています。こうしたことによ
り、昼間人口が大きく増加することや駅周
辺の人口の増加などと相まって、賑わいの
創出や地域の活性化につながることが期待
されます。

　今回の開発により得られる税収は、固
定資産税、法人市民税、個人市民税など
多額に上ることが見込まれており、今後
の市民サービスに還元していきます。

得られた税収を
市民サービスに還元

新鎌ケ谷・北初富地区 自転車歩行者専用道路
多くの方に利用されています

新鎌ケ谷駅南側の開発状況

市長メッセージ
■教育支援センターの活用が進んでいます

血液検査結果判明 
～公費による検査費用助成を引き続き実施～

原因究明への協力や支援強化を
基地に申し入れ

　児童・生徒に関する国の調査によりますと、千
葉県全体で「いじめの認知件数」及び「不登校児
童生徒数」は残念ながら年々増加しています。
　このような状況もあり、長期欠席・不登校、特別
支援教育、就学相談など児童・生徒が抱えるさま
ざまな悩みに寄り添っていくため、4月1日から市
役所の学校教育課に「教育支援センター」を開設
しました。加えて今年度市内すべての小・中学校に
も校内の「教育支援センター」を設置しています。
　開設後、児童・生徒の保護者の方々から相談が
寄せられ、個々のニーズに合わせた支援を、担当
の指導主事や心理発達相談員が学校と連携して
行っております。
　子どもたちや保護者の皆様にとって次の一歩と
なる選択肢の一つとして、ぜひ、ご活用いただけれ
ばと思います。

鎌ケ谷市長
芝田 裕美

■ＰＦＡＳ対応について

　市内の一部地域で暫定指針値
を超えるPFASが検出され、現在、
原因究明を行っています。その一環
として、近隣河川の汚染原因の一つ
と考えられる下総航空基地に対し
て、4月11日に、千葉県、柏市、白井
市、鎌ケ谷市の連名で基地の排水
口におけるPFOS及びPFOAの流
出防止対策等の実施を依頼したほ
か、5月19日には、3市の連名で原
因究明に資する調査の実施や支援
の強化を依頼しました。

　水質検査で暫定指針値を超過した井
戸水を飲用していた方を対象とした
PFAS血液検査は、その費用を市で助成
しています。今般、その結果が判明しまし
たが、受検された方の多くから高い数値
が検出されました。現時点では健康状態
との関連については明確な情報がなく、
将来的な疾病の予測も難しい状況です
が、健康に不安を感じている方に対して
は希望に応じて保健師による健康相談
を実施するなど、引き続き皆様に寄り
添った対応を取ってまいります。

北総線
 新鎌

ケ谷駅

京成松
戸線 

新鎌ケ
谷駅

東
武
野
田
線

新
鎌
ケ
谷
駅

北
口
駅
前
広
場

ショッピン
グモール

南
口
駅
前
広
場 至市役所

ショッピン
グモール

新鎌ケ谷地区と北初富地区間を
安全で快適に移動できるようになり、

地域の利便性が向上しました

4月15日に行った
「歩き初め」

道路河川整備課 445・1435

まちづくり室 445・1433

公園は令和8年度利用開始

　新鎌ケ谷駅の南側の東京10号線跡地（3カ所）は千葉県が所有していましたが、市の要望を県が受け入れ、鎌ケ谷市の活性化につながるまちづくり
が進みつつあります。今号では、その概要などをお知らせします。
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